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家
族
を
め
ぐ
る
社
会
変
化
に
応
じ
た
寺
の
再
生
と

地
縁
・
血
縁
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

　

新
潟
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
約
１
時
間
半
。
海
に
ほ
ど

近
く
、
山
に
も
囲
ま
れ
た
自
然
の
中
に
創
建
７
０
０
年
の

日
蓮
宗
寺
院
、
角
田
山
妙
光
寺
が
佇
む
。
交
通
の
便
が
い

い
わ
け
で
も
な
い
同
寺
に
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪

れ
る
。
契
機
と
な
っ
た
の
が
１
９
８
９
年
の
永
代
供
養
墓

「
安
穏
廟
」の
開
設
だ
。
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
あ
る

い
は
未
婚
化
や
離
婚
に
よ
る
単
身
者
の
増
加
で
近
年
、
家

族
に
よ
る
継
承
を
前
提
と
し
な
い
同
様
の
墓
が
全
国
的
に

増
え
て
い
る
。
妙
光
寺
は
そ
の
草
分
け
だ
。

　
「
従
来
の
墓
制
度
は
、
墓
と
家
と
宗
教
が
セ
ッ
ト
と
な
り

直
系
男
子
が
継
承
す
る
こ
と
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
き
ま

し
た
。
で
も
今
は
社
会
の
基
本
単
位
は
個
人
で
、
跡
継
ぎ

の
な
い
家
族
が
増
え
た
。
そ
の
た
め
墓
を
考
え
直
し
、
寺

の
あ
り
方
も
変
え
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
」と
住
職

の
小
川
英
爾
氏
。 

発
端
は「
家
の
墓
」の
跡
継
ぎ
や
入
る
墓

が
な
い
人
た
ち
か
ら
の
相
談
だ
っ
た
。
一
人
娘
が
嫁
い
で

墓
を
継
ぐ
者
が
い
な
い
親
。
自
分
た
ち
の
入
る
墓
が
ほ
し

い
と
懇
願
す
る
未
婚
の
姉
、
離
婚
し
た
妹
。
ま
た
、
小
川
住

職
自
身
も
子
ど
も
は
娘
4
人
、
妻
も
２
人
姉
妹
の
長
女
で

角
田
山
妙
光
寺

会
費
を
基
金
に
運
営
す
る
、誰
に
も
開
か
れ
た
永
代
供
養
墓

新
潟
県
新
潟
市

つ
な
が
り
の
原
点
〝
家
族
〞
を
問
う   

│
活
動
事
例
か
ら

日蓮上人ゆかりの聖地として、鎌倉時代末期の正和2（1313）
年に創建された妙光寺。山門から本堂正面を望む

木製デッキが敷かれた約100坪の院庭。時 こ々こで芝居やコ
ンサート､展覧会などが開かれ､人々で賑わう。左手は平成13
年に一新された本堂。奥に見えるのが客殿

安穏廟の永代使用料は85万円。ここから造成費分を差し引いた分が、墓を
維持管理し、供養を続ける基金となる。年会費（通信事務費3,500円）が
支払われなくなって17年たつと、中央の小山内部の納骨洞に合祀される
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「角田山妙光寺」 問い合わせ先

「
継
承
者
」は
い
な
い
。「
家
の
墓
」と
と
も
に
、
檀
家
制
度

に
支
え
ら
れ
た
寺
は
今
後
存
続
し
え
な
い
と
痛
感
し
た
。

　
「
過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
む
地
方
で
は『
も
う
住
職
は
い

ら
な
い
、
儀
礼
さ
え
残
れ
ば
い
い
』と
さ
え
言
わ
れ
ま
す
。

残
る
の
は
墓
と
建
物
と
し
て
の
寺
だ
け
。
早
晩
寺
は
立
ち

行
か
な
く
な
る
」

　

そ
こ
で
寺
が
墓
を
分
譲
、
申
し
込
み
者
か
ら
の
管
理
費

と
供
養
料
を
基
金
に
利
息
で
運
営
す
る
永
代
供
養
墓
の

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
。
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
檀

家
役
員
た
ち
も
こ
れ
に
賛
同
。
銀
行
か
ら
約
３
千
万
円
の

融
資
を
受
け
て「
安
穏
廟
」１
基
目
を
開
設
し
た
。
円
墳
を

取
り
囲
む
よ
う
に
１
０
８
区
画
の
墓
を
設
け
、
各
墓
に
は

宗
派
を
問
わ
ず
、個
人
で
も
友
人
同
士
で
も
自
由
に
入
れ
る
。

継
承
者
が
い
な
く
な
れ
ば
中
央
の
共
同
墓
に
合
祀
す
る
。

利
用
者
は「
安
穏
会
員
」と
な
り
、
檀
家
と
は
違
っ
た
形
で

妙
光
寺
の
活
動
に
も
参
加
で
き
る
。
全
国
か
ら
申
し
込
み

が
殺
到
し
た
。
予
想
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
計
画
の
４
基
が

す
べ
て
満
杯
に
な
り
、
２
０
０
２
年
に
は
隣
接
地
に
新
区

画
を
開
設
。
現
在
も
さ
ら
に
増
設
を
進
め
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
会
員
を
核
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

着
実
に
育
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
な
か
で
も
毎
年
８
月
、
合
同

供
養
と
会
員
、
檀
家
信
徒
、
地
域
の
人
々
の
交
流
を
目
的
に

開
催
す
る「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
安
穏
」が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
。
趣
旨
に
賛
同
し
た
若
い
応
援
ス
タ
ッ
フ
も
全
国
か
ら

参
集
す
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
か
つ
て
地
域
社
会
で
中
核

的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
寺
院
の
再
生
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
地
縁
・
血
縁
を
超
え
た〝
結
縁
〞が
着
実
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
仏
教
者
と
し
て
皆
さ
ん
の〝
仏
縁
〞に

も
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

　
（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

　

安穏廟が申し込みで満
杯となり、8年前隣接地
に開設した「杜の安穏」。
１基は直径2mで8区画
の集合墓。安穏廟と同
様に、納骨部の壁面に
は戒名や俗名のほか、
思い思いの文字や文章
が記されている

「開かれた現代の寺」を象徴
する本堂内部。あえて集成木
材を使い、飾り物を省いて、
本尊が台上に立つ

「いまや、社会の基本単
位は個人。これまで家族
血縁で担ってきた支え合
いを、社会のみんなで担
保していくことが必要で
しょう」と話す小川住職

毎年8月に開かれる、「フェ
スティバル安穏」は、家族血
縁､世代を超えて人々が集
い、生き方について語り合う
一大イベント。合同供養、
生老病死を語るシンポジウ
ム、交流パーティなど、新た
な結縁の場を設けている




